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買牧供応追放月間

５ 月１ 日 に〉５ 月３ ０ 日

買
収
供
応
追
放
月
間
に
つ
い
て

參
院
選
挙
に
そ
な
え
よ
う

民

主
政
治

の
煕
全
な
発
展
の
た

め
に
は
、選
挙

が
、
国
民
の
自
由
に

表
明

さ
れ

た
意
志

に
簾

づ
し
て
、

公
開

か
つ
適
正

に
行
わ
れ
る
こ
と

が
基
本
的
要
件
で
あ
り
ま
す
。
と

き

あ
た
か
も

、
参
議
院
議
員
通
常

逡

孥
を
間
近

に
ひ

か
え
、
選
挙
か

ら
翼
収
供
応

な
ど
の
淤
質
な
逸
挙

違
反

を
徹
底
的

に
追
放
し
、
真
の

民
主
政
治

を
確
立
す
る
た
め
、
こ

の
五
月
を「
咒

収
供
応

追
放
月
間
」

と
し
て
設
定

さ
れ

、
強
力
に
運
動

を
展
開
す

る
こ

と
に
よ
っ
て
、
公

明
選
挙

の
実

を
あ
げ

る
こ
と

に
な

り

ま
し
た
。

有

権
者

の
皆

さ
ん
、
ど
う

ぞ
こ

の
趣

意
を
了

と
さ
れ

、
来

る
べ
き

参

議
院

議
員
通
常
選
挙

に
は
、
わ

が
国
見
町

か
ら

は
、
買

収
供
応
な

ど
の
違

次
者
を
一
人
も
出
さ
な
い

よ
う

ご
協
力
下
さ
い
。

（

国
見
町
遞
挙
管
理
委
員

会
）

国
見
町
公
明
選
挙
推
進
協
議
会

１
設
立
趣
意
書
ｉ

民
主
主
義
に
お
け
る
明
る
く

正
し
い
政
治
は
、
選
挙
が
明
る

く
正
し
く
行
な
わ
れ
こ
と
に
よ

っ
て
の
み
約
束
さ
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
匠

来
か
ら
、
選
挙
管
理
委
員
会
や

社
公
教
育
機
関
及
び
諸
団
体
な

ど
に
よ
っ
て
、
公
開
選
挙
か
推

進
す
る
た
め
各
種
の
運
動
が
縦

り
返
え
し
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
ざ
ん
ね
ん
な
が
ら
、
未
だ
理

想
選
挙
に
は
程
遠
い
こ
と
を
融

め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

公
明
迴
挙
の
実
現
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
、
私
た
ち
一
人
一

人
が
、
真
に
選
挙
の
意
義
を
認

識
し
、
一
票
り
尊
と
さ
を
自
覚

し
て

。
正
し
い
投
柴
を
行
使
す

る
こ
と
に
か
か
つ
て
い
ま
す
。

そ

し
て
こ

れ
々
実
現
す
る
に
は

一
人
で
も

多
く
の
熱
情
あ
る
有

志

が
相
裡
携

し
、
折
に
ふ
れ
、

時

に
応
じ
て

、
一
大
国
民
運
動

を
展
開
す

る
ほ
か
は
な
い
も
の

と
の
結
・昌
に
達
Ｉ
、
こ
こ
に
わ

八

ら
同
志
・
相
は
か
り
、
本
会
を

結

成
し

た
次
十

∵
す
。

つ
き

ま
し
て
は
、
こ
の
事
業

の
重
要

哇
と
払
と
も
の
意
の
あ

る
と
こ
ろ
を

ご
理
解
ド
さ
れ
、

私

ど
も
の
運
動
に
ぜ
ひ
ご
賛
同

ご
協
力
下
さ

れ
ま
す
よ
う
心
か

ら

お
願
い
す
る
次
ま
で
ご
ざ
い

ま
す
。

―
委
員
名
簿
―

○
小
坂
地
区

佐
藤
洋
『

古
内
子
チ
、
菅

〔

野

キ
ヌ
ヽ

安
藤
良

气

佐
藤

善
次
郎
　
　
　
　
　
　

・

○

藤
田
地
区

斎

藤
昌
義
、
赤
井
畑
フ
デ
、

紺
野
千
歳
、
高
橋
ト
ミ
、
粫

苅
計
三
、
松
浦
権
次
郎
、
稲

村
彦
三
郎

、
矢
部
安
男

○
森
江

野
地
区

宍
戸
惣
兵
衛

、
村
上
ト

ク
、

石
川
暢
夫
、
佐
藤
光

气

後

藤

豊
松

○

大
木
戸
地
区

松
浦
功
、
八
鳥
ア
キ
、
松
浦

（

ル
、
阿
部
恒
夫
、
佐
藤
政

三
〇
大
枝
地
区

’
翁
木
鉄
男
、
小
林
一
毒

丶゙丶

佐
久
間
要
吉
、
玉

手
正
平

○
役
員

会
長
　
　

佐
藤
善
次
郎

副
会
長
　

高
橋

卜
・ヽ
｀

方
部
長
小
坂
　

安
藤
　

良
一

藤
田
　

稲
村
彦
三
郎

森
江
野
秡
藤
　

豊
松

大
木
戸
阿
部
　

恒
夫

大
杖
　

小
林

マ
サ
ミ

―
事
業
計
画
！

田

、
夫
妻
学
級
・
借
人
学
級
等

を
開
き
、
視
聴
覚
織
育
を
と

お
し
て
話
レ
あ

卜
学
習
を
す

す
め
る
。

②

、
青
年
学
級
・
婦
人
学
級
等

に
対
し
、
公
明
選
平
推
厄

の

資
料
を
提
供
す
る
。

圓

、
婦
人
の
政
治
教
室
を
開
催

１
特
に
各
部
落
の
り
Ｉ

ず
Ｉ

を
養
成
す
る
。

ｍ

、
今
夏

執
行
さ
れ
る
参
順

院

議
員
選
挙

の
公
明
化

と
棄
権

防
止
を
図

る
。

国見町部落会長名簿
○ 会長○副会 長●会計　37.4.20 現在

部落会名 世帯数 部 落 会 長

大 勝 藤 繁
＠稲 村 彦三郎

紺 野 善一郎
古 田 民 蔵
秦゛ 作 蔵

奥 山 福太郎
介

田 真 吾
須 田 諮 一

五-卜嵐常次郎

佐
藤 角 治

佐
藤 久 造

宍 戸 巳 吉
佐 木々吉三郎

菊 地
正 男

市 川 常 蔵
吉 田 五 郎
古 田 幸 平

野 村
正 治

安 藤 仙 助
佐 藤 源 蔵

佐 藤 精
一

遠 胎 正 一
菅 野 冨 蔵
菅 野 正 明
佐　藤　　栄

佐 藤 豊 吉
安　積　　貞
津 田 金 作
佐 藤 渭 重
武田新右二L門

吉
田 嘉 蔵

Ｏ佐 藤 新 七

佐 野
武 吉

’村 上　三 郎
菊 地 惣兵工

高 橋
勇 記

菊 地 久 七
斎 藤 与 市
佐 野 久 吉
佐　藤　　一
松 浦 市三郎

○遠 藤　喜 平
小 林 伊惣次
鈴 木 忠 七
鈴 木 与 平

新 井 玄 竜
瀬 戸 亀 治
佐 藤 平 治

大 町 南

大 町 北
木　　町

駅　 前
銷　 町

宮 町 北
宮 町 南
町‘` 東
鶉　　町

石母田東
x/　　表

/･/　　北r/　　西
x/　　原

滝　　山
山 崎 北

山 崎 南
板　　橋
前　　田
太 田 川

小　　坂
鳥　　取
内 谷 西

//　　
東

泉 剛 上
･/　　中

ぴ　　
下

淅　　１
蚩　　２
愀　　３
十　　４
徳 江 北
崇　　８
才　　９
澎　　10

米　　11
十　　12
貝　　田
光 明 寺
高　　城
大 木 戸

山　　根
原　　町
簗　　館
川　　内

並　 柳
中　　部
北　　部

80
93

82
92
76

120
96

40
16

31
22
28

33
44

41
46
67
55
39
46

56
54
29

49
37

49
37

59
36
40
46

89
44
57
22
21
52

120
69

59
70

57
29
15
71
24
34
20

箍　 部落数　48 班　 数259

肛　 世帯数2  .492　回覧総数307

こ
の
人
に
つ
づ
き
ま
し
よ
う

改
良
推
進
員
決
る

農
業
六
二
名

生
活

二
（

名

最
近

の
農
業
生
産
の
向
上
は
す

ぱ
ら
し
く
、
そ

の
原
因
は
、
化

学

肥
料

や
農
薬
の
発
達
と
技
術
の
向

上

に
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
国

や
県
で
研
究
さ
れ
た
高
度
の
知
識

技
能
を
、
末
端
農
家
ｒ

速
や
か
に

普
及
徹
底
す
る
た
め
に
、
県
の
農

業
改
良
普
及
員
の
手
足
に
な
っ
て

働
ら
く
の
が
農
業
改
良
推
進
員

と

生
活
改
善
推
進
員
で
あ
る
。
推

進

員
は
、
普
及
員

の
指
導

を
５
け

な

が
ら
自
ら
新
し
い
技
術
や
農
楽
を

と

り
入
れ
て
笑
験
し
、
周
囲

の
人

た
ち
に
範
を
示
し
た
り
、
あ
る
い

は
相
談
相
手
に
な
っ
て
や
る
。

新
農
村
の
縋
設
と
か
、
農
業
構

造
の
改
革
と
か
暘

ば
れ
て
い
る
と

き
、
そ
の
十

一
線
に
挺
身

す
ろ
ま

こ
と
に
重
大
な
役
割
を
も
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
硅
っ
Ｃ
そ
の
人

進

は
極
め
て
大
同
で
あ
り
、
推
進
員

に
そ
の
人
を
得
れ
ば
ぞ
の
地
域

の

農
檗
は
す
ば
ら
し
い
進
歩
を
し
、

不
適
当
な
推
進
員
で
あ・
れ
ば
地
域

の
不
幸
を
招
く
と
い
５

こ
と
に
な

る
ｏ町

で
は
昭
和
三
十
七
年
度
の
推

進
員

に
つ
い
て
、
各
部
落
か
ら
推

せ

ん
さ
れ
た
候
補
者
を
県
に
上
申

中
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
県
知

事
か
ら

の
任
命
辞
令
が
届
い
た
の

で

、
匠
月
二
日
午
後
二
時
役
場
で

左
記
の
と
お
り
男
六
二
名
女

二
（

名

に
対
し
伝
達
式
を
行
な
っ
た
。

翻
農
業
改
良
推
進
員

○
方
部
委
員
　
励
副

○
小
坂
方
部

斎
独
実
、
一
条

直
右
工
門

、
安

疎
正

三
、
野
村
茂

、
佐
藤
俊
雄

○
仲

野
周
一

、
阿
部
啓
平
、
高

野
豈
‥平
、
赤
坂
兼
治
、
＠
熊
坂

榮
一
、
古
内
古
蔵

ｏ

藤
田
力
部

吉
田
忠
、
大
勝
藤
繁
、
小
西
安

兵
衛

、
秦

清
三

、
〇
八
島
昌

。

奥
山
邦
夫

、
五
十
嵐
音
明
、
佐

藤
忠
美
、
高

橋
富
男

、
佐
藤
正

明
、
宍
戸

収
吉
、
ｅ

佐
藤
徳
治

松
浦
直

气

斎
藤
勇
五
郎
、
高

橋
芳

吉
、
高
橋
勝

美
、
古
田
伊

髣
、
阿
部
林
右
工
門

○
森
江
野
方

部

○
宍

戸
三
郎

、
大
津
義
降
、
谷
・

口
纉

气

古
山
伝
作
、
武
田
謡

石
川

博
義
、
斎
藤
喜
代
太
、
引

圸
孝
、
八
巻
三
郎

、
八
巻
秀
雄

細
村

上
竹
男

、
実
沢
正

美
、
菊

圸
惣
『

高
橋
正
明

、佐
久
間
質

○
大
杢

尸
方
部

斎
藤

勺
徇
、
佐
藤
正

、
斎
藤
忠

太
郎
、
阿
部
昭
一
、
忍

和
夫
、

○
渋
谷
一
衛
、
佐
野
久
古

、
＠

吉
川

亀
古
、
菊

圸
久
志
、
八
島

健

二

佐
藤
一

ｏ

大
枝
方
部

佐
藤
陷
雄
、
小
林

泰
一
、
ｅ

佐

藤
洋
一
、
〇

佐
藤
茂
雄

、
鈴
木

鉄
男
、
鈴
木
正
明

、
鈴
木
正
孝

回

生
活
改
善
推
進
員

○
小
坂
方
部

古
内
イ
チ
、
遠
藤
キ
ヨ
子

、
佐

苣

タ
カ
、

○
藤
田
方
部

高
橋
キ
ョ

ミ
、
吉
田

君
子
、
阿

部
ト

ヱ

Ｏ

森
江
野
方
部

佐
久
間
い
も
、
佐
藤
ト
ク
、
佐

藤
一
江

、
村

上
ト
ク

○
大
木
戸
方
部

毛
利

と
し
、
松
浦
（

ル
、
八
島

ア
キ
、
大
沼

春
代

○
大
枝
方
部

鈴
木

ヤ
イ
、
小
林

マ
サ
ミ

回
役

員

会
長
　
　

渋
谷
一
衛

副
会
長
　

八
島
　

昌

ふ
と
ん
や
毛
布

”
寝
具
の
持
ち
込
み
は
不
要
で
す
”

藤
田
病
院
で
基
準
寝
具
の
実
施

こ
の
程
公
立
藤
田
綜
（
‥
病
院
で

は
、
県
知
事
の
承
認
を
う
け
て
、

基
準

秘
輿
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
病
院
に
入
院
す
る

と
き

は
寢
其
い
っ
さ
い
を
持
参
す

る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
慰
家
に
と
っ
て
最

も
わ
ず
ら
わ
し
い
こ
と
で
あ
り
、

殊

に
家
庭
に
よ
っ
て
は
入
院
の
た

め
わ
ざ
わ
ざ
ふ
と
ん
を
新
調
す

る

た
め
そ
の
費
川

は
お
び
た
だ
し
い

も
の
が
あ
り
、
ま
た
、
家
庭
の
寝

其
を
病
院
に
持
ち
込
む
こ
と
は
相

生
管
理
上
か
ら
も
大
き
な
問
題
が

あ
っ
た
わ
け
で
す
。

そ

の
た
め
に
、
患
者
に
要
す

る

寢
共

の
い
っ
さ
い
（

掛
ふ
と
ん
・

敷
ふ
と
ん
・
毛
布
・
ふ
と
ん
カ
バ

ー
・
毛
布

カ
。（

Ｉ
・
シ
ー
ツ
・
ま

く
ら
・
ま
く
ら

カ
バ
ー
等
）
は
病

院
で
設
備
し

、
そ
の
消
毒
や
洗
た

く
も
病
院

の
責
任
で
行
な
う
（

一

週
間
一
回
位
）
こ
と
が
基
準
寝
具

で
あ
っ
て
、
わ
が
藤
田
病
院
で
は
、

入

院
患
者
数
の
三
倍
の
寝
具
が
用

立

さ
れ
、
消
毒
・
洗
た
く
を
終
っ
た

清
潔
な
寝
具
が
常
に
倉
庫
一
ぱ
い

に
保
管
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す

。

こ
れ
か
ら
藤
田
病
院
に
入
院
さ
れ

る
方
は
、
ね
ま
き
と
洗
面
具
さ
え

持
参
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

【
写
真
一

は
予
備

寝
具
倉
庫

今
月

の
こ
と

ば

○
政
治
は
見

せ
物
で
は
あ
り
ま

せ
ん
ぞ
。
ミ
ス
ー
コ
ソ
タ
ー
ル

と
混
同

し
な
い
で
下

さ
い
。

○
ほ
ん
と
の
親
心
は
ど
５

あ
る

べ
き
か
。
「
親
の
ち
か
い
」

で
も
読
ん
で
み
た
ら
い
か
が

で
す
か
。

○
じ
ぶ
ん
の
こ
と
は
じ
ぶ
ん
で

し
ま
す

。
Ｉ
Ｉ

と
立
ち
あ
が

っ
た
老
人

た
ち
、
み
ん
な
で

応
援
し
ま
し
よ
う

。

○
各
種
役
員

一
せ
い
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
いく
お

た
の
み
し

ま
す

。

○
研
修
会

、
視
察
旅
行

の
シ
ー

ズ
ソ
で
す

。
金
や
ひ

ま
が
な

け
れ
ば
、
せ
め
て
公
民
舘
の

映
画
で
も

見
て
、
三
養
素
を

と
り
ま
し

よ
う
Ｏ

―
や
ま
は
た
か
ら
よ
Ｉ

「

林

地

肥
培

の

考

え

方

」

ぐづ

Ｉ
五

年

で

成

林

の

こ

つ
１

つ
ぎ
に
二

’・
Ξ
の
注

意
を
申
し

上
げ
ま
し

よ
う
。

①
ど
ん
な
土
地
に
や
る
か

肥
料

は
水

に
と
け
て
は
じ
め
て

植
物
に
吸

わ
れ
る
も
の
で
す
し
、

ま
た
水
分

が
少
な
い
と
、
部
分
的

に
濃
亥
が
高
く
な
っ
て
、
肥
ヤ
ヶ

を
お
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
又

反
対

に
肥

え
た
土
地

で
は
、
養
分

が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で

、
ふ

っ
う
の
擂
凖
量
で
は
十
分
に
キ
キ

メ
が
出
に
く
い
と
卜
わ
れ
て

い
ま

す
。
そ
れ
で
、
ま
ず
肥
料
を
や
る

場
合
に
は
、
山

の
中
腹

な
ど
の
中

程
度
の
土
圸
が
よ
い
わ
け
で
す
。

肥
料
の
キ
キ
メ
は
一
番
開
待
さ
れ

ま
す
。

②
て
い
ね
い
な
植
え
つ
け

肥
料
を
吸
う
の
は
根
で
す
。
卜

い
か
げ
ん
な
貊

え
方
で
は
、
根
も

十
分
に
張
れ

ず
、
け
っ
き
よ
く
肥

料
を
吸
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

て
い
ね
い
な
貊
え
っ

け
は
、
掟

圸

肥

培
の
前
提
条
件
で
す
。

。

ま
た
、
很
は
肥
料
｛

特
に
リ
ソ

酸

｝
に
よ
っ
て
も
発

達
を
５
な
が

さ
れ
ま
す
。
根
張
り

が
大
き
く
な

る
こ
と
は
、
よ
り
多
く
の
土

か
ら

養
分
を
吸
う
こ
と
が
で
き
る
わ
け

で
す
。
て
い
ね
い
な
植
え
方
と
肥

料
に
よ
っ
て
、
ま
ず
”
根
を
育

て

る

”
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
。

③
下
刈
り
を
忘
れ
ず
に

ご
林

圸
に
肥
料
を
や

る
と
、
下

草
も
よ
く
の

び
ま
す
。
そ
れ
で
林

地
肥
培
で
は
、

と
く

に
下
刈
り
が

大
事
で
す
。
せ
っ
か
く
や
っ
た
肥

料
が
下
草

に
吸
わ
れ
て
し
ま
う
と

い
う
人
も
い
ま
す
が
、
刈
っ
た
草

は
再

び
土
地
に
こ
や
し
と
し
て
も

ど
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
下
草

や

落
葉

は
林
外
に
で
き
る
だ
け
持
ち

出

さ
な
い
こ
と
で
す
。

″
林
地
肥
培
の
目
標

″

い
う
ま
で
も
な
く
、
早
く
大
き

く
さ
せ

る
こ
と
で
す
が
、
若
い
時

の
成
長
を
促
進
し
て
、
下
刈
り

を

早
く
き
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま

す
。
早
く
、
暄
実
に
成
抃
さ
せ

る

こ
と
を
林
地

肥
培
の
栄

一
の
目
標

に
し
た
い
と
思

い
ま
す

。
成
林
す

る
の
に
十
年
か
か
っ
だ
の
を
五
年

で
仕
上
げ
る
こ

と
は
可

能
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
労
力
事

倩
は
き
ゆ

う
く
っ

に
な
り

ま
す
し

、
一
番
テ

ｙ

の
か
か
る
成
林
ま
で
の
期
間
を

半
減
で
き
れ
ば

、
そ
の
効
果
は
大

し
た
も

の
で
す
。
肥
料
の
種
類
、
施

肥
の
方

法
、
時
期
、
量
な

ど
の
具
体

的
な
問
題
は
、
林
業
改
良
指
導
員

に
ご
相
談

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

○

選

挙

ブ

ロ

ー

カ

ー

を

排

し

ま

し

よ

う

○

選

挙

違

反

と

交

通

事

故

は

追

放

し

ま

し

よ

う



は
り
き
る
老
人
化
ち

こ
と
ぶ
き
（
寿
）
学
級
で

若

返

え
り

の

学
習

昨
年
末

に
結

成
し
た
国
見
町
長

寿
会
（
会

長
東
海
林
忠
次
郎
氏
）

で

は
、
な

る
べ
く
多
数

の
会
員
の

出
席

を
は
か
る
た
め
、
春

の
総
会

を
方
部

紐
に
開

い
た
。
四
月
十
八

日
大

技
か・
皮

切
り

に
、
各
会
場
と

も

盛
会

で
あ
っ

た
。
こ
れ

は
、
従

来
の
敬
老

会
の
よ
う
に
受

け
身
の

も

の
で

な
く
、
計
画
運

営
一
切
を

自
分

猖
ち
で

や
る
も

の
で

、
殊
に

平
均

寿
命
の
仲

び
た
こ

ん
に
ち
、

大
い
に
若
返
っ
て
、
新
し
い
町

づ

く
・リ
の
た
め
片
掵
か
っ
げ
る
老
人

に
な
ろ
う
と
、
歌
の
花
束
、
村

の

老
へ

学
級
な

ど
の
映
画
を
見
な
が

ら
大
い
に
話
し
合
っ
た
。
そ
し
て

こ
れ
か
ら
も

と
き

ど
ぎ
集
ま
っ
て

み
ん
な
で
勉
強
し

、
今

ど
き
の
と

し
よ
り
、
話
せ
ふ
老
人
に
な
る
た

め
、
年
間

数
凹
老
人
学
級
を
開
く

こ
と
を
印
し
合

せ
た
。。
各
方
部
の

会

場
や
出
席
人
数

次
の
と
お
り
。

十
八
日
　

大
枝
小
　

三
〇
人

十
九
日
　

大
木
戸
小
一
一
四
人

二
十
日
　

研

修
所
　

五
〇
人

廿
一
日
　

森
江

野
小
四

六
人

廿
二
日
　

小
坂
小
　

五
〇
人

渮
各
会
場
と
も
婦
人
会
幹
部
が
出

て
お
茶
や
お
汁
の
接
待

を
し
た
の

で
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

親
の
ち
か
い

も
つ
と
ほ
ん
き
で

と

り

く

み

ま

し

よ

う

一
、
交
友
に
つ
い
て

○
遊
び
仲
間
や
遊
び
場
所
、
遊

び

内
容
、
遊
び
時
間
を
よ
く
知
り
、

特
に
夜
間
の
外
出
に
注
意
し
ま

し
よ
う
Ｏ

Ｏ

よ
い
友
だ
ち
を
も
た
せ
、
遊
び

場
所
を
与
え
宜
し
よ
う
。

○
悪
い
友
だ
ち
も
い
ち
が
い
に
の

け
も
の
に
し
な
い
で
、
み
ん
な

で
支
え
あ
い
、
よ
い
方
に
導

か

せ
ま
し
よ
う
。

○

パ
チ

ン
コ
や
射
的
、
競
輪
な
ど

射
幸
心
を
そ
そ
る
行
な
い
に
気

を
つ
け
ま
し
よ
う
。

二

、
順
法
精
神
に
つ
い
て

○
酒
や

た
ば
こ
を
禁

ず
る
と
と
も

に
、
子

ど
も

に
使
い
走
り
で
そ

れ
を
買
わ
せ
た
り
し
な
い
。

○
緑

眠
薬
や
麻
薬
な
ど
の
使
用

は

さ
せ
な
い
。

○
質
入
れ
や
古
物
売
買
な
ど
に
気

を
つ
け
悪
習
に
染

ま
ぬ
よ
う
に

す
る
。

○

バ
ー
や

キ
ャ
バ
レ

ー
、

カ
フ
ェ

ー
な

ど
に
立
ち
入
ら
せ
な
い
。

○
親

と
子
の
間
の
秘
密
を
な
く
し

ま
し
よ
う
Ｏ

三

、
暴
力
の
排
除

に
つ
い
て

○
吸
物
を
も
た
せ
な
い
よ
う
に
さ

せ
ま
し
よ
う
Ｏ

Ｏ
も
ち
物

に
注
意
し
て
危
険
な
も

の
は
も

た
せ
な

い
。

○
身

体
に
有
害
、
危
険
な
お
も
ち

や
や
花
火
な
ど
を
与
え
た
り
、

も
た
せ
た
り
し
な
い
。

○
人
に
危
害
を
与
え
る
よ
う
な
遊

び
は
さ
せ
な
い
。

四

、

マ
ス
コ
ミ
へ
の
態
度
に

つ
い
て

○
映
画

、
雑
誌
、
放
送
な
ど
の
正

し
い
み
方

、
き
き
方
を
理
解
さ

せ
、
批
判
力
を
つ
け
さ
せ
１
し

○
有
害

な
も

の
は
み
ん
な
で
不
買

運
動
な
ど
を
起
し
て
追
放
・Ｌ
ま

し

よ
う
Ｏ

Ｏ
悪

い
映
画

、
雑
誌
、
絵
画
、
写

真
な
ど
を
見

せ
た
り
与
え
た
り

し
な
い
。

○

よ
い
も
の
か
積
極
的

に
見
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

○
広
告
物
の
掲
出

に
注
意
し
て
、

害

の
あ
る
も
の
を・
遠

ざ
け
ま
し

○
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な

ど
の
ス
イ

ッ
チ
は
親
が
管
理
し
て

、
悪
い

番
組
か
ら
遠
ざ
け
ま
し
よ
う
。

五
、
純
潔
に
つ
い
て

○
心
身
の
成
長
に
気

を
つ
け
ま
し

○
男
女
の
交
際
に
つ
い
て
子
供
と

い
つ
し
よ
に
考
え
ま
し

よ
う
。

○

残
こ
く
な
目
に
あ
わ
せ
な
い
。

○

い
つ
も

清

潔

に

さ
せ

ま
し
よ

六
、
公
徳
心

に
つ
い
て

○
自
分
の
言
動
に
責
任
を
も
た
せ

ま
し
よ
う
Ｏ

Ｏ

公
共
の
も
の
を
だ
い
じ
に
す

る

よ
う
に
教
え
ま
し

よ
う
。

○
社

会
に
奉

仕
す

る
と
い
う
考
え

方
か
伸

ば
し
ま
し
よ
う
。

０

八
権
の
大
切
な
こ
と
か
教
え
ま

みんなの広場

消
毒
は
徹
底
的
に

や
り

ま

し

よ

う

仏
の
部
落
会
で
は

、
保
健
委
員
の
方
が

中
心
に
な
っ
て
、
と

き
ど
き
便
所
の
う
じ

こ
ろ
し
や
家
の
中
の

消
毒
を
し
ま
す
。
み

ん
な
の
力
を
合
せ
て

、
部
落
の
す
み
ず
み

ま
で
一
軒
の
こ
ら
ず

や
っ
た
と
墺
の
さ
っ
ぱ
り
し
た

心
も
ち・
は
ま
こ
と
に
す
が
す
が

し
い
も

の
で
す

、
年
中
こ
ん
な

気
持

ち
て
い
ら
れ
た
ら
、

ぽ
ん

と
５

に
し
あ
わ
せ
だ
と
思
い
ま

す
。と

こ
ろ
が
、
消
毒
を
し
て
二

三
日
も
た
つ
と
ま
た
は
え
が
や

っ
て
き
て
、
も
の
の
十

日
と
た

た
な
い
う
ち

に
前
と
同
じ
に
な

っ
て
し

ま
い
ま
す
。
ご
み
箱

と

か
家
畜
小
屋
と

か
堆
肥
置
場
と

か
、
ま
だ
手
の
届
か
な
い
と
こ

ろ
が
ぬ
け
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
近

く
に
実
行
し

な
い
家
が
一
軒
で

も
あ
る
と
、

せ
つ
か
く
ま
じ
め
に
消
毒
し
て

も

役
に
立

だ
な

く
な
り
ま
す
。

お
互

い
さ
ま
で
す

か
ら
、
め
い

め
い
に
じ

ぶ
ん
の
ま
わ
り
を
よ

く
し
ら

べ
、
は
え
の
生
ま
れ
る

も
と
を
よ
く
消
毒
す
る
こ
と
に

し
た
い
も
の
で
す
。

’

（

藤

田

の

主

婦

）

部　落
ぐるみで 卒業・進級・入学を祝う会 ( 大町南)

大
町
南
部
落
で
は
、
十
一
日
、

青

年
研
修
所
で
、
子

ど
も
た
ち
の

卒
業

、
進

級
お
よ
び
入
学
ｙ

は
げ

ま
す
会
を
開
い
た
．じ

れ
は
匸

宵

少
年

補
導
の
一
つ
と
し
て
毎
年
行

な
っ
て
い

る
も
の
で
．
今
年
七
粨

導
員
会
と
毋
の
会
が
協
力
ｔ

て
．

お
い
し
い

ご
ち
そ
ｙ

ｙ

作
っ

た
り

お
む
し
ろ
い
映
画

を
し
て
子

ど
も

た
ち
を
よ
ろ
こ
ば
せ
た
。
小
中
学

校
の
卒
業
生
は
も
ち
ろ
ん
、
進
級

生
（
在
校
生
）
か
ら
新
入
の
幼

児

ま
で
、
め
レ
め
い
に
招
待
状
を
も

ら
≒

午
前

中
は
み
ん
な
で
学
芸

会
、
お
ひ
る
に
吋
、
親
子

そ
乙
っ

て
会
食
を
、
そ
し
て
お
お
し
ろ
い

映
画
鑑
賞

と
、
ほ
ん
と
う
に
楽

し

い
一
日
で

あ
っ
た
。

山
登

り
は
吾
妻

か
ら

山
友
会
の
計

画
決
ま
る

山
を
愛
し
、
山
を
楽
し
む
人
た

ち
で
つ
く
つ
て
い
る
国
見
町
山
友

会
で
は
、
四
月
二
十
八
日
、
青
年

研
修
所
で
総
会
を
開
き
、
新
年
度

の
事
業
計
画
な

ど
か
協
議
し
た
。

ま
ず
、
県
観
光
課
か
ら
借
り
た
映

画
「
吾
妻
・
磬
梯
ス

カ
イ
ラ
イ
ソ
」

「
福
島
県
ス

キ
ー
場
め
ぐ
り
」「
尾

瀬
」
な
ど
の
鑑
賞
を
し
た
の
ち
、

本
年
度

の
夏
山
登
山
計
画
と
し
て

次
の

と
お
り
決
定
し

た
。

五

月
　

吾

妻
登
山
（
日
帰
り
）

七

月
　

安
達

太
良
登
山
（
一
泊
）

九
月
　

蔵
王

登
山
（

一
泊

）

尚
具

体
案
が
決

ま
り
次
崇
一
般
の

方
方
の
参
加
を
求

め
る
。

役
員
改
選
の
結
果
左
記
決
定
。

会
長
　

高
屋
宗
雄

副
会
長

佐
藤
友
一
・
小
畑
貞
吉

理
事
　

野
村

和
夫
（
小
坂
）
玉

于
正
平
（
大
枝
）
佐
野

葭
治
－
森
江

野
ブ

藍
事
　

谷
地
功
光
・
八
島
摶
正

酒
井
勇

庶
務
会
計

阿
部
頴
二

は
た
ら
く
た
め
の
三
養
素

栄
養

休
養

教
養

を

映
画
の
御
案

内

五

・
六
月
は
す

ば
ら
し
い
天
然

色

観
光
映
画
で
ご
慰
問
申
し
上
げ

ま
す

。
先
月
は
「
成
人
病
問
答
」

や「
夫

の
気

も
ち
・
妻

の
気
も
ち
」

「
大

切
な
忘

れ
も

の
」
　「
村
の
老

人
学

級
」
な

ど
で
大

い
に
勉
強
し

て
い

た
だ
き

ま
し

た
。
各
会
場
と

も
空

前
の
盛
況
で
、
皆
さ
ま
か
ら

感
謝

さ
れ
て

お
り
ま
す
。
い
よ
い

よ
農
繁

期
と
な
り
ま
し

た
が
「
成

人
病
問
答
」
の
知
識

を
活

か
し
て
、

ま
す

ま
す
心
身
共
に
健
康
に
、
家

内
仲

よ
く
は

た
ら
い
て
下
さ
い
。

特
に
栄
養
・
休
養
・
教
養
の
三
養

素
を
じ
ゆ
５

ぶ
ん
と

る
よ
う
み
ん

な
で

努
力
し
て
下
さ
い
。

公
民
舘
で
は
、
農

繁
期
特
別
番

組
で
巡
回
い
た
し
ま
す
。
フ
イ
ル

ム
の
都
合
で
部
落
巡
回

で
ぎ
ま
せ

ん
で
残

忿
で
す
。

０

五
月

○
冨
士
（
カ
ラ
ー
）
…
…
五
巻

○
結
婚
の
条

件
…
…
…
…
一一一
巻

○
ニ
ュ
ー
ス

○
そ
の
他

二
十
四
日
小
坂
、
二
十
五
日
藤

田

、

二
十
六
日
大
木
戸
、
二
十
七
日

大
枝
、
二
十
八
日
森
江
野

○
六
月

○

黒

潮

亢

（

タ

ブ

ー

）

・：

四

巻

○

嫁

・

夫

・

姑

…

…

…

…
一
一
一
巻

○

ニ

ュ

ー

ス

○

そ

の

他

三
日
小
坂

、
四
日

仕
川
、
五

日

県
北
中
石
母

山
、
六
日
大
木
戸

七
日
大
枝
、
八
日
森
江
野

今
回
も
ぜ
ひ
親
子

・
夫
嫋

七
ろ
つ

て
お
い
で
下

さ
い
。

町
東
部
落
に

母
の
会
誕
生

町

東

へ
所
沢
・
滝
川

）
部
落
の

嫋
人

た
ち
は
、
み
ん
な
で
集
ま
っ

て
今

と
き
い
新

し
い
教
螽
ｙ

積
も

？

气

よ
り
よ
り
話

し
合
っ
て
い

た
が
、
こ
の
ほ
ど
準
顫
が
と
と
の

い
、
去

る
四
月
二
十
八
日
悗
、
部

落
長
岨
旧
滋
一
氏
宅
に
会
合
、
結

成
総

会
な
開

い
た
。
こ
れ
に
は
、

部
落

内
の
全
婦
人
が
参
加
し
、
規

約
を
つ
く
っ
た
り
、
こ
れ
か
ら
の

活
動
方
法

を
協
議
し
た
。
会
議
は

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
進
め
ら

れ

、
必
要
に
応
じ
て
は
分
科
会
や

全
体
会
な
ど
も
や
っ
て
の
け
る
ほ

ど
の
見
事
さ
、
須

旧
部
落
長
の
適

切
な
助
言
、
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
と

し
た
民
主
的

な
運
営
な
ど
、
今

後

の
活
動
が
お
も
い
や
ら
れ
る
。

こ
の
会
で
は
毎
月
二
十
日
を
定

例
会
と
し
て
令
員
が
集
ま
り
、
い

ろ
い
ろ
勉
強
し
た
り

、
協
議

を
す

る
。
会
費
と
し
て
月
二
十
円

を
出

す
ほ
か
、
石

け
ん
な
ど
の
共
同

購

入
そ
の
他
の
事
業
を
研
究
す
る
こ

と
に
な
っ
て

い
る
。

会
員
　
　

四
二
名

会
長
　
　

宍
戸
イ
ネ

副
会
長
　

鈴
木

タ
ケ

ヨ

仝
　
　
　

滝
川
フ
ミ

会
計
　
　

武
田
（

ギ

仝
　
　
　

高

橋
キ
ェ

〈
Ｉ
　
　
　

畄

ロ
ス
ィ

幹
事
　
　

加
西

ト
キ

大
枝
・
徳
圉
に

も
若
妻
会

近
頃
、
婦
人
会

の
先
輩
た
ち
が

応
援
し
て
、
若

妻
会
を
育
成
す
る

こ

と
が
は
や
っ
て
い
る
。
四
月
二

十
二
日

に
は
大
枝
全
地
区

一
斉

に

五
月
一
日
に
は
徳
江
南
部
に
、
そ

れ

ぞ
れ
若
妻
会
が
結

成
さ
れ
た
。

ど
ち
ら
も
、
先
輩
格
の
婦
人
会

幹
部
が
総
出
で
応
援
し
、
こ
れ
か

ら

は
一
さ
い
気
が
ね
な
し
に
勉
強

す

る
よ
う
励
ま
し
て
い

る
の
で
、

今
後
の
発
展
が
楽
し
ま
れ
る
。

こ
う
し
て
姑

と
踪
と
が
互
い
に

は
げ
ま
し
合
い
、
助
け
合
っ
て

、

新
し
い
勉
強
を
つ
づ
け
れ
ば
、
や

が
て
家
庭
に
清
新
な
空
気
が
み
な

ぎ
り
、
社
会
は
ま
す
ま
す
明
る
く

な
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
他

の
部

落
も
近
く
結
成
を
見
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

○
新
着
図
書
の
か
知
ら
せ

群
舞
ご
井
上
靖

）
淀

ど
の
日
記
（

井

上
靖

）
駅
路
（
松
本
清
張
）
影
の

車
（
松
木
清
張
）
跟
の
寺
『
水
上

勉

』
細

い
赤
い
糸
（
飛
鳥
高
）
鎮

花
祭
（
丹
羽

又
雄
）
獣
の
戯
れ
（
三

島
由
紀
夫
）
男
の
銘
柄
（
丹
翊
文

子

）
暗

い
旅
（
倉
橋
由
美
子
）
二

十
歳

の
設
計
（
源
氏
鶏
太
）
ひ
ま

わ
り
娘

（
源
氏
・
鶏
太

）
勇
敢
な
社

員
（

源
氏
鶏

太
）
石

の
林
（
樹
下

太
郎
）
ま
あ
ち
ゃ

ん
こ

ん
に
ち
は

（
山
本

祐
義

）、
セ
ソ
セ
う
ち

か
え

れ

（
大
久
保

ま
さ
子

）
ト
イ

レ
ッ

ト
部

長
（
藤

島
茂

）
ソ
連
の
裏
街

道

を
行
く
｛

大
宅
壮

一
｝

ヨ
ー
ロ

ッ

パ
手
帳
（

小
島
亮

一
）
電
化
生

活
の
す
ぺ
て
（
沢
田
達
他
）
か
し

こ
い
衣

生
活
（

小
川
安
明
他
）
食

生
活
（

有
本
邦
太
郎
他
）
住
生
活

（
明
石
信
道
他

）
聞
違
い
だ
ら
け

の
衛
生
（
杉

靖
三
郎
）
統
間
違

い

だ
ら
け
の
衛
生
（
杉
靖
三
郎
）
記

憶
術
（
南
摶
）
手
相
術
（

浅
野
八

郎
）
昜
入
門
（
黄
ふ
娥
）
ア
イ
デ

ィ
ア
（
遠
藤
健
一
）
適
性
（
山
木

岩
雄
）
現
代
の
倫
理
（
柳
田
謙
十

郎
）
恋
愛
の
条

件（
村
田
宏
雄
）
ゼ

ロ
か
ら
の
成
功
法
（
三
谷
昭
）
も

の
を
判
断
す
る
こ
と
（
島
影
盟
）

自
分
と
い
う
も
の
（
小

口
忠
彦
）

や
り
た
い
こ
と
が
や
れ

る
本
（
鐚

田
研

二

若
き
日
の
生
き
方
（
武

者
小
路
実
篤
）
人

生
の
疑
問
（
林

田
茂
雄
）
青

年
の
学
習
運
動
（

吉

田
昇
他
）
農
村

開
題
入
門
（

福
島

要
一
）
青
年
団

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
須

藤
克
三
）

東
北
の
農

業
経
営
（
酒

井
馨
）
青
年

と
政
治
（
田

中
直
吉

他
）
青
年
と
思

想
（
淡

野
安
太
郎

他
）
青
年

と
モ
ラ

ル
（

勝
部
真
長

他
）
青
年
と
ｔ
ス
ー
コ
ミ（
平
沢

薫

他
）
海
外
諸
国

の
青

年
運
動
（
駒

田
錦
一
他

）
全
国
旅

と
温
泉
事
典

（
日
本
旅
行
協
会

）
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
（

ク
ル
ト
ー
リ
ー
ス
）
新
し
い
モ

ラ
ル
の
確
立
（
亀

井
勝
一
郎
）
理

想
の
社
会
に
至
る
道
（
同

）
正

し

い
愛
情
の
す
が
た
（
同

）
新
し
い

人
間
像
の
形

成
（
同

）
心
の
平

和

を
求
め
て
（

同
）
真
の
美
し
さ
の

た
め

に
（
同
）
人
間
の
健
全
な
生

存
（
同
）
海
軍
航
空
隊
始
末
記
戦

闘
鐺
（
源
田
実

）
海
軍
航
空
隊
始

末
記
発
進
篇
ｙ
同

）
戦
場
雑
話（
石

川
武
美
）
教
養
人
の
手
帳
｛
現
代

教
義
文
庫
編
集
部
｝
花
見
酒
の
経

済
（
笠
信
太
郎
）
生
活
中
の
金
言

名
句
（

佐
山
啓

之
）
親
罎
（
増
谷

文
雄
）
．パ
イ
ロ
ン
（
鶴
見
祚
輔

）

女
の
医
学
（
婦
人
生
活
社
）
中
野

好
夫
集
、
大
男
西
へ
行
く
（
穴
吸

良
摶
（

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
未
裔
（
開

高
健
）
二
つ
の
世
界
（
田
中
均

一

郎

）
キ
ュ
リ
ー
夫
人
伝
（
エ
ー
ヴ

ー

キ
ュ
リ
ー
）
十

日
十
話
（
小
泉
信

三
）
犯
科
帳
（
森
永
種
夫
）
野
草

散
歩
（
辺
見
金
三
郎

）
小
林
一
三

（
三
宅
睛
輝
）
悪
の
話
題
（

毎
日

新
聞
社
）
わ
が
租
国
へ
の
自
伝（

Ｉ

ソ
ク
ル

マ
）
漂

泊
の
人
生
（

毎
日

新
聞
社
）
あ
る
日
幸
せ
に
（
島

津

久
永
・
貴
子
）

○

軽

自

動

車

税

の

納

期
…
…
五

月

三

十

」

日

④
ラ
ジ
オ
農
業
学
校
放
送
…
…
水
・

木
・
金
の
午
後
七
・
三
〇
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
二
で


	page1
	page2



